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長居公園電気機械設備維持管理に関する事項 

 

１、総則 

施設の電気機械設備を健全に維持することで、利用者の安全を図り、高質な市民サー

ビスの提供に寄与することを目的として、電気機械設備の維持管理に必要な事項を

定める。 

２、設備の管理業務 

指定管理事業者の行う業務は、上記目的のため設備の保守、運転、操作、監視、修理

等維持管理に係る一切の業務とし次の内容に基づき実施すること。 

（１）電気事業法に基づく電気保安業務 

① 指定管理事業者において、電気事業法に基づく電気主任技術者を選任、常任配置し、

保安規程を定め経済産業省へ届け出るとともに、自家用電気工作物の工事、維持、

及び運用に関する保安の監督に係る業務を実施すること。なお、長居陸上競技場の

電気主任技術者は所轄官庁の承認を得て長居植物園を兼任することができる。 

② 電気主任技術者の管理範囲（自家用電気工作物）は電気事業法の関係上、管理対象

外施設である施設も含む。（管理対象外施設一覧参照） 

（２）設備責任者 

   電気主任技術者は園内設備全体の維持管理に関わる責任者としての設備責任者とす

る。 

（３）運転監視及び保安業務 

 ① 設備の運転監視・保安業務及び保守点検に対応するため電気機械設備の知識・技術

力を有する者を電気主任技術者とは別に必要な人数を常駐配置すること。 

 ② 設備機器の日常管理及び運転に当たっては、「エネルギーの使用の合理化に関する

法律（省エネ法）」に基づき、エネルギー管理員を選任し、施設毎のエネルギー管

理標準を定めそれに基づく運用を図る等、法に基づく管理を行うこと。 

  ③ 設備の適正な運用を図るため、機器を安全かつ効率的に運転・操作・監視及び保安

業務を実施すること。 

  ④ 各設備の運転中、操作・使用上の障害となるものの有無を点検し、発見した場合は

修繕等の適切な対応を図ること。 

⑤ 設備の消耗品の取替えを行うこと。 

⑥ 高圧ガス保安法に基づく第１種製造者又は第２種製造者がある場合、必要に応じ

て、大阪市消防局に対して、許可又は届出を行うこと。なお、許可申請に伴う手数

料は指定管理事業者負担とする。 

⑦ 少量危険物取扱場がある場合、大阪市火災予防条例等に基づいて管理を行うと共

に、防火の責任者又は危険物取扱者掲示は指定管理事業者名に変更すること。 

（４）設備・機器等の保守点検 

  ① 法定点検及び設備の機能保持のため必要な点検は、点検整備業務仕様書の内容を
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最低限として実施すること。 

  ② 基準に明示がないものでも設備の機能保持のため必要と判断される場合は自主的

に実施すること。 

③ 「市設建築物日常点検ハンドブック（令和元年５月、大阪市都市整備局）」により、

建築物の日常点検を実施すること。プール天井については、資料Ⅶ（３）日常管理

基準表により日常点検を実施し報告すること。 

④ 「建築基準法」に基づく建築物・建築設備・防火設備の点検を「市設建築物定期点

検マニュアル（令和元年５月、大阪市都市整備局）」に基づき行うこと。 

  ⑤ 「フロン類の使用の合理化及び管理の適正化に関する法律」（フロン排出抑制法） 

に基づき設備の簡易点検及び定期点検を行うこと。3年毎に実施する定期点検（エ 

アコンディショナーで圧縮機の定格出力が 7.5kW 以上 50kW 未満の機器が対象。）

は、令和５年度に実施し以降３年ごとに実施すること。 

（５）修繕 

  ① 各業務の実施中、発見又は発生した故障、不具合箇所は大阪市に報告の上、指定管

理事業者の責任において修繕を行うこと。 

  ② 修繕に係る費用負担等については、募集要項のリスク負担の項による。 

③ 管理対象施設と対象外施設の合築施設供用設備修繕については、次の区分により

実施すること。 

ア、共用部分の修繕等は管理対象外施設管理者との間で締結した覚書に基づいて

実施し、修繕費用について指定管理事業者も応分の負担を行う。 

イ、指定管理対象区域の固有部分は、指定管理事業者において修繕のこと。この場

合の詳細は募集要項「リスク負担の項」による。 

ウ、合築施設は次のとおりとする 

  ・自然のエリア、ネイチャーホール 

  ④ 修繕によって生じた財産は大阪市の帰属とする。 

  ⑤ 修繕を行う場合は、その費用、内容等について大阪市へ事前に報告しなければなら

ない。 

（６）その他 

   本仕様書に定めのないものでも、安全管理、運転監視及び保安上その他設備を健全に

維持するため必要な業務を行うこと。 

 

３、設備の概要 

 （１）受電形態 

   

長居陸上競技場   受電方式 特別高圧引込 ３相３線式２２ｋＶ６０Ｈｚ２回線 

平成２６年度～契約電力   ３４５０ｋＷ 

  長居植物園     受電方式 高圧引込 ３相３線式６．６ｋＶ６０Ｈｚ１回線 

平成２６年度～契約電力   ５２ｋＷ 
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  市立駐車場     受電方式 高圧引込 ３相３線式６．６ｋＶ６０Ｈｚ１回線 

平成２６年度～契約電力   ５３ｋＷ 

  低圧電灯引込    単相３線式２００/１００Ｖ   ２ヶ所 

 （２）設備概要    詳細は 設備概要参照 

 

４、維持管理の基準 

（１）運転監視及び保安業務 

   運転監視保安業務仕様書による。 

   ＊花と緑と自然の情報センターの運転監視・保安業務にかかる要員については、１週

間のうち４日間について 1 名の対応を図るものとする。実施にあたっては自然史博

物館の管理者と本市との間で締結した覚書に基づき実施するように協議・連携を図る

こと。 

（２）設備の点検整備 

   点検整備業務仕様書による。 

   ＊花と緑と自然の情報センターの共用設備は乙で実施する保守点検の対象には含ま

ないが、点検の実施、点検結果に基づく修繕等の際には、自然史博物館の管理者と連

携・協力すること。 

   

５、業務の実施 

（１）関係書類の提出 

① 指定管理事業者は業務の実施に際し、実施計画書、組織体制、修繕計画等、大阪市

の求めに応じて提出すること。 

② 業務完了後は業務実施の報告書を作成し大阪市の求めに応じて提出すること。指

定管理事業者は再委託した業務については適切に検査を行うこと。 

③ 指定管理事業者は大阪市の求めに応じて、設備の不良箇所の状況や保全計画等に

ついて報告すること。 

（２）届出 

    本業務に関わる関係官庁等への書類作成及び届出は指定管理事業者が行う。 

（３）業務の記録 

    各業務の実施状況は書面にて記録しておくこと。 

 

６、管理用図面、台帳 

各施設で保管する図面、台帳は、設備更新、修繕等による内容等を修正、記録し最新

の状態を維持すること。 

 

７、本仕様書に明示のない事項 

（１）本仕様書に明示のない事項、疑義が生じた事項については、都度大阪市・指定管理

事業者で協議の上決定める。 
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（２）本仕様書の内容と保守点検等で大幅な変更が生じた場合は、大阪市・指定管理事業

者で協議の上、精算を行う。 

（３）フロン排出抑制法に基づき、本市のフロン漏えい量を国へ報告する必要があるため、

施設ごとに、毎年度当初に昨年度分の「フロン漏えい報告書」を提出すること。 

（４）点検整備基準表及び点検整備内容に基づいて設備の点検整備が実施されているか

どうかを、年数回本市職員が当該施設を訪問して確認する「設備モニタリング」を

実施するので、その際は協力すること。なお、詳細は別途通知する。 

（５）指定期間開始時に正常に稼動しているオゾン処理装置が故障した場合、日常の維持

管理で対応できるものは除き、休止扱いとする。  

 

 

 


